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　７月１９日、２０日の２日間にわたり、八鹿夏まつりが市役所駐車場な

どを会場に開催されました。

　２０日の午前中には、八鹿の街中をみこしやだんじりが練り歩き、夏祭

りが本格的にスタート。その後、恒例の八鹿踊りやＹＯＳＡＫＯＩ（よ

さこい）フェスティバル、八鹿踊りなどが行われ、一気に祭りの雰囲気

を盛り上げました。

　街中に露店が並ぶと、多くの家族連れや子ども達が行き交い、午後８

時からはメインイベントの花火大会がスタート。今年の花火大会では、

例年の還暦花火に加え、出産や結婚、子どもの入学など祝い事を記念し

た花火を含めた計１７００発が打ち上げられました。
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ラベンダーの摘み取りを楽しむ参加者

ヤマメ料理など養父市の特産料理を作る養父市いずみ会の会員

祭りを盛り上げた八鹿踊り（提供写真）


